
                        
 

  

                           

上
の
文
面
は
、
今
年
一
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
教
団
の
新
運
動
の
願
い
で
す
。 

全
教
の
各
教
会
へ
、
も
ち
ろ
ん
加
治
木

教
会
へ
も
お
広
前
に
掲
げ
て
見
や
す
い
大

き
さ
の
印
刷
し
た
も
の
が
届
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
願
い
で
信
心
を
進
め
、
教

会
・
教
団
が
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
に
努

め
て
行
こ
う
と
い
う
願
わ
れ
て
い
ま
す
。 

加
治
木
教
会
の
出
発
の
原
点
に
あ
る
、

甘
木
親
教
会
初
代
教
会
長 

安
武
松
太
郎

親
先
生
が
矢
野
ク
ラ
刀
自
に
伝
え
ら
れ
た

ご
信
心
の
ご
内
容
を
教
話
集
な
ど
で
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ま
っ
た
く
こ
の

と
お
り
の
道
筋
を
歩
ま
れ
て
い
ま
す
。 

願
い
の
一
行
目
は
入
信
、
二
行
目
は
三

十
三
才
の
と
き
の
ご
大
患
、
三
行
目
は
親

神
様
・
天
地
の
大
恩
・
真
の
信
心
が
身
に

付
く
ま
で
の
修
行
の
時
代
、
四
行
目
は
お

役
に
立
つ
教
会
御
用
や
お
導
き
に
励
ま
れ

家
族
か
ら
お
道
の
教
師
の
お
か
げ
を
蒙
り
、

五
行
目
は
家
繁
盛
子
孫
繁
盛
の
真
の
お
か

げ
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
ら
れ
て｢

神
も

助
か
り
氏
子
も
立
ち
行
く｣

よ
う
に
な
ら

れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
正
し
く
受

け
頂
き
、
正
し
く
身
に
付
け
現
し
、
正
し

く
伝
え
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。 
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金
光
教
の
多
く
の
教
会
で
は
全
国
的

に
「
大
寒
」
を
は
さ
ん
だ
約
一
ケ
月
の
間

「
寒
中
一
斉
信
行
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
期
間
の
取
り
組
み
は
、
各
教
会
で

違
い
、
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

加
治
木
教
会
の
今
回
の
「
寒
中
一
斉
信

行
」
で
は
、
甘
木
親
教
会
布
教
一
〇
五
年

記
念
大
祭(

平
成
二
十
一
年
十
月)

の
貸
し

出
し
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
教
話
な
ど
を
毎
日
十
五
分
ほ
ど
視
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
信
心
の
研
修
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

午
前
五
時
二

十
分
の
早
朝
の

御
祈
念
後
と
、

午
前
十
時
の
御

祈
念
後
に
、
視

聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
研
修(

ご

教
話
に
つ
い
て

の
お
話
し
や
懇
談

な
ど)

を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

小
倉
教
会
長 

桂 

眞
津
子 

親
先
生
の

ご
あ
い
さ
つ
は
凛

と
し
て
迫
力
さ
え

感
じ
る
意
義
深
い

ご
内
容
で
し
た
。 

金
光
図
書
館
長 

金
光
和
道
先
生
の
『
教

祖
様
を
い
た
だ
く
』
と
い
う
講
題
の
ご
講

話
は
、
教
祖
様
の

お
書
き
残
し
に
な

ら
れ
た
『
金
光
大

神
覚
』
や
『
覚
帳
』

の
ご
事
跡
の
中
か

ら
、
私
た
ち
が
実

生
活
の
中
で
ど
の

よ
う
に
頂
き
現
し

信
心
生
活
に
結
び
付
け
て
行
く
べ
き
か
を

わ
か
り
や
す
く
お

話
し
に
な
ら
れ
、

『
金
光
大
神
覚
』
や

『
覚
帳
』
が
と
て
も

身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
気
が
し
ま
し

た
。 今

年
は
「
大
寒
」
前
後
の
寒
さ
が
厳
し

く
、
早
朝
の
御
祈
念
へ
の
参
拝
は
皆
さ
ん

遠
慮
が
ち
で
し
た
が
、
朝
参
り
に
励
ま
れ

た
方
も
あ
り
ま
し
た
。 

温
か
い
蒲
団
か
ら
起
き
出
す
、
心
の
元

気
と
勇
気
を
お
か
げ
い
た
だ
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
若
い
私
た
ち
は
「
不
要
な
言
い

訳
」
と
「
無
責
任
さ
」
か
ら
、
も
と
も
っ

と
遠
ざ
か
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 

▽
小
倉
教
会
長 

桂 

眞
津
子 

親
先
生

の
ご
あ
い
さ
つ 

よ
り
… 

 

「
ぼ
た
餅
の
お
か
げ
と
、
唐
辛
子
の
お
か
げ
が

あ
る
、
ぼ
た
餅
は
甘
い
、
唐
辛
子
は
辛
い
、
信
心

し
て
唐
辛
子
の
よ
う
に
辛
く
つ
ら
い
こ
と
が
起

き
る
こ
と
が
あ
る
、
そ
こ
で
神
様
を
離
さ
な
い
で

修
行
・
辛
抱
が
で
き
て
行
く
と
神
様
は
ご
信
用
を

深
め
て
下
さ
り
信
心
が
深
く
育
つ
」 

「
甘
木
教
会
の
初
代
安
武
松
太
郎
先
生
は
、
木

で
言
え
ば
根
の
働
き
を
大
切
な
こ
と
と
し
て
眼

を
向
け
て
行
か
れ
た
、
眼
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
の

働
き
を
大
切
に
し
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」 

「
み
教
え
は
人
の
心
の
糧
ぞ
か
し
日
に
い
く

た
び
か
か
み
し
め
て
こ
そ
／
正
道
を
歩
み
し
人

の
来
し
か
た
を
神
習
ひ
て
ぞ
徳
は
得
ら
る
れ 

（
白
神
新
一
郎 

師 

御
歌
）」 
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一
月
の
少
年
少
女
会
例
会
は
、
子
ど
も

の
成
長
を
御
礼
申
し
上
げ
る
「
七
草
」
の

季
節
な
の
で
、
御
祈
念
・
開
会
儀
礼
・
お

話
し
の
後
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
七
草
入
り

の
タ
コ
焼
き
を
し
ま
し
た
。 

              

ま
た
、
神
様
の
お
下
が
り
の
お
鏡
餅
を

焼
い
て
、
ぜ
ん
ざ
い
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、「
書
初
め
」
？
イ
ヤ
「
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
！
？
」
で
、
少
年
少
女
全

国
大
会 

作
品
展
出
品
用
の
共
同
作
品
を

作
り
ま
し
た
！ 

                       

「
と
ど
け 

元
気 

勇
気 

ま
ご
こ
ろ
」

は
、
少
年
少
女
全
国
大
会
の
努
力
目
標
で

す
。
昨
年
の
全
国
大
会
か
ら
一
年
間
、
こ

の
努
力
目
標
を
も
と
に
、
活
動
を
進
め
て

行
く
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
努
力
目
標
は
、
東
日
本
大
震
災
に

向
け
て
、
一
日
も
早
く
現
地
の
皆
さ
ん
が

安
心
さ
れ
復
興
へ
歩
み
を
進
め
ら
れ
る
こ

と
へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

現
地
で
は
、
ま
だ
ま
だ
復
興
活
動
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

少
年
少
女
会
連
合
本
部
が
、
石
巻
教
会

近
く
に
現
地
支
援
本
部
を
置
い
て
、
復
興

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

町
の
ガ
レ
キ
撤
去
作
業
は
昨
年
末
で
、

三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
片
付
い
て
い
ま

せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
で
す
。 

支
援
物
資
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
支
援
活
動(

詳
細
は

左
▼
印
を
参
照)

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

▼
詳
し
く
は
左
の
文
字
で 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
検
索
下
さ
い
。 

「
少
年
少
女
会
連
合
本
部
」
Ｈ
Ｐ 

「
少
年
少
女
会
連
合
本
部 

復
興
支
援
ブ
ロ
グ
」 
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「
寒
中
一

斉
信
行
」
も

終
盤
を
迎
え

る
一
月
二
十

九
日(

日)

、

鹿
児
島
教
会

に
お
い
て
平

成
十
二
年
度 

鹿
児
島
地
方

教
会
連
合
会 

定
期
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

鹿
児
島
県
下
の
各
教
会
か
ら
教
師
・
信

徒
の
代
表
三
十
七
名
が
出
席
し
、
加
治
木

教
会
か
ら
も
教
師
一
名 

信
徒
三
名
が
参

加
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度
の
活
動
報

告
・
決
算
並
び
に
平
成
二
十
四
年
度
の
活

動
方
途
・
予
算
案
が
、
審
議
さ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

鹿
児
島
地
方
教
会
連

合
会
長 

馬
渡
三
郎
先

生(

志
布
志
教
会
長)

に

よ
り
開
会
の
あ

い
さ
つ
が
な
さ

れ
、
本
部
教
会
部

長 

安
武
秀
信
先

生(

大
口
教
会
長)

に
よ
り
教
団
の

現
況
に
つ
い
て

の
お
話
し
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
定
期

総
会
行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
教
師(

加
治
木
教
会
長 

矢
野
章
先
生)

・
信
徒(

枕
崎
教
会 

松
下
淑

子
氏)
各
一
名
ず
つ(

各
二
〇
分)

に
よ
り
感

話
発
表
が
あ
り
、
信
心
の
研
修
・
懇
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

  

平
成
二
十
四
年
度
の
主
な 

連
合
会
行
事
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

◎
女
性
の
つ
ど
い 

七
月
八
日(

日) (

加
音
ホ
ー
ル) 

 ◎
信
奉
者
研
修
会 

 

六
月
三
日(

日) (

場
所 

俵
積
田
教
会) 

講
師 

真
幸
教
会
長 

佐
藤
孝
一
先
生 

 ◎
信
徒
部
研
修
会 

 
 

九
月
十
六
日(

日)(

場
所 

勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

ダ
イ
エ
ー
７
Ｆ) 

 ◎
青
年
の
ひ
ろ
ば 

 

九
月
八
日(

土)

〜
九
日(

日) 
 

(

場
所 

宮
崎
県
高
城
町 

／
宮
崎
県
と
合
同
開
催) 

 

◎
教
師
家
庭
婦
人
会 

 

 

九
月
五(

水) (

場
所 

勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー) 

 

◎
布
教
協
議
会
（
二
回
開
催
） 

五
月
十
七
日(

木) (

場
所 

加
治
木
教
会) 

十
二
月
十
三
日(

木) (

場
所 

上
荒
田
教
会) 

 

◆
記
念
祭
◆(

連
合
会
内
の
み) 

屋
久
島
教
会 

三
月
三
日(

土) 

上
荒
田
教
会 

十
月
二
十
八
日(

日) 

西
鹿
児
島
教
会 

十
一
月
四
日(

日) 

志
布
志
教
会 

十
一
月
十
八
日(

日) 
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十
二
年
前
に
心
筋
梗
塞
を
、
八
年
前
に

腎
臓
部
の
手
術
を
、
近
年
と
き
ど
き
起
こ

る
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
症
状
な
ど
が
あ

り
な
が
ら
も
、

今
年
四
月
で

九
十
三
歳
と

い
う
、
長
寿

の
お
か
げ
を

蒙
ら
れ
て
あ

り
ま
す
。 

そ
の
よ
う

な
中
に
、
一

月
に
厳
し
い
寒
さ
の
お
恵
み
が
続
き
、
看

護
士
の
萬
代
孝
子
さ
ん
が
血
圧
な
ど
を
測

る
な
ど
種
々
気
を
つ
け
て
下
さ
り
小
康
を

得
て
あ
り
ま
し
た
が
、
一
月
二
十
日
こ
ろ

か
ら
痛
風
で
歩
行
が
困
難
と
な
ら
れ
、
二

十
三
日
に
加
治
木
教
会
の
筋
向
か
い
に
あ

る
、
大
井
病
院
に
入
院
さ
れ
治
療
を
さ
れ

る
こ
と
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

検
査
の
結
果
、
心
臓
が
弱
ら
れ
種
々
の

器
官
の
機
能
が
低
下
し
痛
風
が
起
こ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。 

最
初
は
点
滴
や
輸
血
、
酸
素
吸
入
な
ど

に
よ
る
治
療
を
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
だ
ん
だ
ん
と
快
方
に
向
か
わ
れ
、

少
し
安
心
で
き
る
よ
う
に
な
ら
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。 

い
つ
も
病
床
で
、
親
神
様
に
対
し
て
の

お
礼
と
お
詫
び
、
看
護
士
さ
ん
方
に
対
し

て
の
お
礼
の
言
葉
を
絶
や
さ
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
冬
を
乗
り
越
え
ら
れ
て
、
尊
い
長

寿
の
お
か
げ
を
頂
か
れ
、
生
涯
お
道
の
信

心
を
教
え
伝
え
る
尊
い
御
用
の
お
か
げ
を

蒙
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。 

   
…
… 

１
月 

…
…
…
… 

１(

祝) 
●
元 

日 

祭 
 

正
午 

３(

火) 

甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

８(

日) 

少
年
少
女
会 

10
時
半 

９(

祝) 

斎

掃

御

用 
 

10
時
半 

10(

火) 

●
生
神
金
光

大

神

様 

月 
例 

祭 

10
時
半 

17(

火) 

連
合
会
執
行
部
会(
上
荒
田
教
会) 

21(

土) 

斎

掃

御

用 
 
 

10
時
半 

22(

日) 

●
月
例
祭･

共
励
会 

 
13
時
半 

 

〃 
 
 

竜
笛
練
習 

26(

木)

〜
28(

土)

少
年
少
女
会
連
合
本
部 
理
事
会 

29(

日) 

連
合
会
定
期
総
会(

鹿
児
島

教

会)

 10
時 

31(

火) 

斎

掃

御

用 
 
  
 

10
時
半 

 

   

二 

月 
 

（
敬
称
等
略
） 

桐
野
ケ
サ
ノ 

之
霊
神

（
１
日
）
昭
和
９
年 

桐
野
秋
子 

之
霊
神

（
３
日
）
昭
和
７
年 

中
村
照
子 

之
霊
神

（
４
日
）
平
成
15
年 

吉
屋
安
光 

之
霊
神

（
８
日
）
平
成
１
年 

川
畑
正
徳 

之
霊
神

（
12
日
）
昭
和
23
年 

矢
野
政
美 

之
霊
神

（
12
日
）
平
成
11
年 

小
屋
敷
慶
二 

之
霊
神

（
14
日
）
平
成
４
年 

川
畑
助
太
郎 

之
霊
神

（
18
日
）
昭
和
23
年 

最
勝
寺
剛
藏 

之
霊
神

（
18
日
）
昭
和
47
年 

平
島
タ
キ
ノ 

之
霊
神

（
18
日
）
昭
和
52
年 

福
山
一
間 

之
霊
神

（
20
日
）
平
成
16
年 

川
畑
幸
正 

之
霊
神

（
21
日
）
昭
和
21
年 

中
村
正
義 

之
霊
神

（
21
日
）
昭
和
21
年 

野
口
ミ
ヤ
ノ 

之
霊
神

（
22
日
）
昭
和
60
年 

永
原
初
男 

之
霊
神

（
22
日
）
平
成
22
年 

平
島
房
代 

之
霊
神

（
24
日
）
昭
和
６
年 

中
島
武
夫 

之
霊
神

（
24
日
）
昭
和
50
年 

桐
野
ケ
イ 

之
霊
神

（
25
日
）
昭
和
２
年 

前
田
京
子 

之
霊
神

（
25
日
）
平
成
14
年 

山
下
ヒ
サ
エ 

之
霊
神

（
28
日
）
平
成
２
年 

宮
内
ミ
ツ
ル 

之
霊
神

（
28
日
）
平
成
13
年 
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教 

会 

行 

事 
 

…
… 

２
月 

…
…
… 

１(

水)

●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

４(

土) 

甘
木
親
教
会
初
代
立
日
御
祈
念

10
時 

５(

日) 

西
鹿
児
島
教
会 

報
徳
祭 

12
時 

９(

木) 

斎 

掃 

御 

用 

10
時
半 

10(

金)

●
生
神
金
光

大

神

様

月
例
祭
10
時
半  

11(

土) 

御
用
奉
仕 

12(

日)

●
加
治
木
教
会 

報
徳
祭
11
時 

〃 
 
 

矢
野
政
美
大
人
立
日 

17(

金) 

甘
木
親
教
会
報
徳
祭 (

７
時
半

出

発) 

18(

土) 

甘
木
親
教
会｢

同
釜
会｣ 

19(

日) 

上
荒
田
教
会 

報
徳
祭
11
時 

〃 
 

多
良
木
教
会 

報
徳
祭 

11
時 

21(
火) 

斎 

掃 

御 

用 

10
時
半 

22(
水)
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

〃 
 

青
年
会 

20
時 

29(

水) 

斎 
掃 
御 

用 

10
時
半 

 

◆
日
程
未
定
行
事
◆ 

※ 

若 

婦 

人 

会 

  

※
少
年
少
女
会
・青
年
会
・
若
婦
人
会
は
、
都
合
に
よ
り
日

程
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
随
時
連
絡
し
ま
す
の

で
お
気
を
付
け
下
さ
い
。 

 

…
… 

３
月 

…
…
… 

１(

木) 

●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３(

土) 
 
(

甘
木
親
教
会
月
参
拝
日) 

９(

金) 

斎

掃

御

用 
 
 
  

10
時 

10(

土)

●
月
例
祭
10
時
半 

20(

祝)

●
春 

季 

霊 

祭  

10
時
半 

21(

水) 

斎

掃

御

用 
 
  

10
時 

22(

木)

●
月
例
祭･

共
励
会
13
時
半 

〃 
 

◆
青 

年 

会 

20
時 

24(

土)

〜
25(

日) 

 
 
 
 

典
楽
講
習
会 (

於
・鹿
児
島
教
会) 

 

〃 
 

吉
屋
家
霊
祭(

宅
祭) 

26(

月)

〜
28(

水) 

甘
木
親
教
会 

少
年
少
女
会｢

交
歓
会｣ 

28(

水)

〜
30(

金) 

甘
木
親
教
会｢

教
会
子
弟
の
集
い｣ 

31(

土) 

斎

掃

御

用 
  
 
 

10
時 

 

…
…
４
月
…
… 

７(

土)

〜
８(

日)

御
本
部 

御
大
祭 

参
拝 

     

 

 


